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神 の々住む「馬室の郷」を訪ねる
●はじめに
　馬室郷は、旧足立郡石戸領に属し、滝馬室村と原馬室村の 2
村と、原馬室村枝郷小松原からなる。馬室地区に初めて人の痕跡
が現れるのは、赤台遺跡（大字原馬室）で確認された旧石器時代
の遺物である。また、古墳時代の埴輪窯、古代～近世の創建とさ
れる様々な寺社仏閣、石像仏など、歴史の息吹を感じる史跡や建
造物がある。
　今回は、観光ボランティア鴻巣ガイド会とのコラボ企画で、
2020 年 10 月に実施された馬室地区の歴史散歩をベースとして、
馬室地区の見所を紹介する。
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❶ 聖徳太子塔
　馬室バス停から鴻巣駅方面に50m程の路傍にある。
文政 12年（1829）に建立された山状角柱型の聖徳
太子塔で道標を兼ねている。
　正面中央に「聖徳太子」、右に「右松山いなり　吉
見かんをん道」、左に「南川越道」と記されている。

❷ 勘兵衛稲荷神社
　御成橋の北側、台地の縁辺部で荒川に向かって社殿が建つ
稲荷神社である。記念碑によれば、慶長11年（1606）に加
藤甚左衛門が祠を建てたのが始まりで、宝暦3年（1753）に
京都官幣大社より正一位勘兵衛稲荷大明神を授かったとされ
る。神使（狐の石像）を乗せた石灯籠が珍しい。

❹ 巡拝塔
　御成橋のやや下流側の河川敷に立つ。文
化14年（1817）に建立された巡拝塔で、
道標を兼ねる。中央に「奉納西国諸願成就」、
その右に「右のミち　秩父」、左に「板東　
左かうのす道」と記されている。

❸ 川幅日本一
　  （表紙写真）
　鴻巣市が誇る日本一の一つ。その川幅は2537mを計る。鴻巣市の荒
川流路は、元は入間川水系の和田吉野川であった。江戸時代初頭、江戸
を水害から守るための大規模な工事「利根川の東遷、荒川の西遷」により、
荒川は熊谷市久下から鴻巣市大芦まで新たな水路が掘削され、和田吉野
川に繋げられた。御成橋付近は、元々は今よりも西側に流路があったが、
明治43年の水害を契機として、現在の位置に新たな水路が掘削され、ま
た合わせて横堤の整備と遊水機能を持った広大な河川敷が整備され、日
本一の川幅が誕生した。詳細は、本誌 8号の特集でも紹介しているので
参考にして頂きたい。
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❽ 谷津不動尊
　馬室小学校の南側
にある。境内の碑によれ
ば、享保15年（1730）、
村内安康万民豊楽を
祈り中島一族の守り本
尊として此の地に祀ら
れたとされる。平成6

年 2月の火災により全焼してしまったが、檀信徒各位の努力
により再建された。本尊は寛文 8年（1668）に製作され
た不動明王立像であったが、火災により著しい損傷を受け
た。現在の本尊は火災後に新たに製作されたものである。

❺ 滝馬室氷川神社
　神社の創建年代は不明であるが、「延暦年間（782-805）に坂上田村
麻呂が農作物を荒らす悪竜 ( 大蛇 )の目を射貫いて退治し、頭を氷川神社
境内、胴体を常勝寺、尾は吉見町の岩殿観音に埋めた」との伝承がある。
竜退治の伝説に因んだ神事「滝馬室的祭」が1月に行われる。
　階段途中にある犬を模したような参道狛犬は、天保 11年（1840）の
製作であり、石製狛犬類としては市内で唯一江戸時代まで遡る。

❻ 日本一のポピー畑
　御成橋下流の河川敷を利用したポピー畑。毎年 5月に
「こうのす花まつり」が開催される。東京ドーム約2.5個分、
約125,000平方メートルに3,000万本のポピーが咲き誇る
光景は圧巻である。

❼ 常勝寺
　真言宗智山派の寺院で、7世紀の創建とも伝わるが、
現在の常勝寺の前身となる寺が創建されたのは室町時代
中頃と考えられている。徳川家康の関東入国に際して天正
19年（1591）に寺領 15石の御朱印状を拝領し、近郊
に数多くの末寺を擁していた。本尊は大日如来座像で江
戸時代初期の製作とされる。参道に立つと仁王門が印象
的である。また、寺の北側には、2基の円墳 ( 北塚古墳
と毘沙門山古墳 )がある。
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❾ 観音堂
　観音堂は、3本の大きなケヤキが
印象的である。観音堂は、原馬室に
今も大切に保存・伝承されている獅子
舞と棒術の発祥地として知られている。
本尊は、江戸時代の製作とされる木造馬
頭観音菩薩座像である。

� 妙楽寺
　鎌倉建長寺明月院の末寺として、応永年間
（1394-1427）に創建されたと伝わる。天
正年間に常勝寺の末寺となった。本尊は地蔵
菩薩座像で室町時代前半の製作とされる。

� 雷電社
　雷電神社（雷電社）は、群馬県板倉町に
ある「雷電神社」を事実上の総本社格とす
る神社で、関東地方を中心に分布する。原
馬室の雷電社は、明治時代に近くの愛宕神
社に合祀すべしとされたが、保存運動などを
経て合祀を免れて今に至る。

� 馬室埴輪窯跡
　荒川を望む台地の西端部斜面に築かれた登り窯跡である。これまでの
調査から、最大10～13基の窯で構成されていると考えられている。出
土した埴輪は6世紀後半を中心とするが、5世紀の特徴を持つ埴輪も僅
かに出土しており、操業は5世紀後半まで遡る可能性がある。これは、
市内の生出塚埴輪窯跡よりも操業が早くなり、埼玉県内でも最も古い事
例とされる。キャンプ場の脇に埋設保存され、その位置と形が分かるよう
に色を付けられた窯と説明板が整備されている。

� 愛宕神社
　長治2年（1105）の創建と伝わる。社殿が乗る高
まりは円墳とされる。本尊は江戸時代に製作された将
軍地蔵騎馬像であったが、現在は妙楽寺に保存されて
いる。また、敷地内の集会所（現在は保育園として利
用）にはかつて渋沢栄一の書が掛けられていたが、現
在は近くの個人宅で保管されている。書は「共同一致　
己巳元旦　九十翁　青渕書」とあり、亡くなる2年前
の昭和4年（1929）に書かれたものである。
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� 小松大日堂
　現在の建物は昭和 48～49年に
建てられたが、境内には江戸時代の
年号が刻まれた石仏・石塔がいくつ
か残る。また、本尊として、江戸時
代に製作された大日如来座像が伝わ
る。新編武蔵風土記稿や妙楽寺に
残る薬師堂落慶碑の記述との比較か
ら、かつて馬室地区にあったが、明
治 3年（1870）の寺社分離統合
の大法により廃絶された受法院の跡
地と考えられている。

� 小松原神社
　原馬室村の枝郷であった「字小松・
字松原」及び近接する複数の「字」
にまたがる地域には上・中・下の３組
があり、上組には愛宕神社、中組と
下組にはそれぞれ稲荷神社を祀って
きた。明治 2年の地租改正の際に、
政府の達しに従って、中組の稲荷神
社に上組の愛宕神社と下組の稲荷神
社を合祀して、社名を小松原神社に
改称した。
　現在の社殿は、令和 2年末に改
築されたものである。

平日１１時～１５時３０分
土日祝日１１時～１４時　１７時～２０時

赤身肉の多さが特徴の、
牛肉本来の旨味が存分に味わえる

北海道十勝帯広産の「豊西牛」を食べられるのは
近隣では当店だけ。

人気№１メニュー「豊西牛ハンバーグ」￥980
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園長　佐藤 芳隆
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かしら焼きとり、味自慢、手作り みそだれ

TEL 048-541-6216
鴻巣市逆川 1‒2‒26

飲んで 歌って 楽しいお店


